
 

 

 

 

 

技術提案書作成要領 
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技術提案書作成要領 

 

１．総則 

（１）技術提案書の用紙サイズは、全てＡ４判縦とします。 

 

２．業務の実施方針（様式７） 

（１）業務の実施に当たっての方針あるいは内容についての提案、業務実施に当たっての

取組体制、技術者チームの特徴、特に重視する分野毎の設計上の配慮事項（提案を

求めている課題を除く。）、その他業務を実施するに当たって配慮することなどを用

紙２枚の範囲内で記述すること。 

（２）文章を補完するための最小限の写真、イラスト及びイメージ図並びにエスキス及び

スケッチを記載又は貼付することができる。ただし、具体的な設計図、模型（模型

写真を含む。）及び透視図等を記載又は貼付することはできない。 

 

３．工程計画等（様式８） 

（１）「１ 業務実施体制」は、業務の実施体制（単体、設計共同体の別）を記入するこ

と。 

（２）「２ 設計共同体」は、設計共同体の構成員名及び出資比率又は分担業務分野区分

（建築（意匠）、建築（構造）、電気設備、機械設備、土木などの別）を記入するこ

と。 

（３）「３ 工程計画」の「業務分野」欄は、主な業務分野（建築（意匠）、建築（構

造）、電気設備、機械設備、土木などの別）を記入すること。 

（４）「３ 工程計画」の「工程計画」欄は、業務分野毎の主な作業内容（例：基本図作

成、詳細図作成、設計計算、数量集計などの別）の実施時期を実線で記入するこ

と。 

（５）「３ 工程計画」の「延従事予定技術者数」欄は、総括技術者、主任技術者及びそ

の他技術者毎に延従事予定技術者数を記入すること。また、協力設計事務所に依存

する部分については、（ ）書き内数で明記すること。 

 

４．ワーク・ライフ・バランス等の推進（様式９） 

（１）女性の職業生活における活躍の推進に関する法律等に基づく認定状況について記載

すること。 

 

５．協力設計事務所（様式１０） 

（１）協力設計事務所を予定している場合に記入すること。 

（２）複数者の協力設計事務所がある場合は、別々の用紙に記入すること。 



（３）「協力内容」欄は、業務区分（基本設計、実施設計それぞれについて、建築（意

匠）担当、建築（構造）、電気設備、機械設備など）及び作業内容（基本図作成、

詳細図作成、設計計算、数量集計等の別）を記入すること。 

（４）「延従事予定技術者数」欄は、担当業務区分毎に延従事予定技術者人数を記入する

こと。 

 

６．技術者名等一覧（様式１１） 

（１）参加表明書に記載した総括技術者及び主任技術者について記入すること。 

（２）「所属」欄は、当該総括技術者及び当該主任技術者が所属する設計事務所名を記入

すること。 

 

７．課題についての提案（様式１２） 

（１）次に掲げる課題についての基本的な考え方を用紙１枚の範囲内で記述すること。 

    

【課題】    

効果的な環境負荷低減に関する提案及びそれを決定するうえで考慮すべき要素に 

ついて 

 

（２）文章を補完するための最小限の写真、イラスト、イメージ図及びスケッチを記載又

は貼付することができる。ただし、具体的な設計図、模型写真及び透視図等を記載又

は貼付することはできない。 


